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ⅢⅢ．．教教育育へへのの利利用用  

スポーツパフォーマンス研究センターでは、体育学部 1 年生対象の専門科目「体育学実

験Ⅰ」、2 年生対象の「体育学実験Ⅱ」および 3、４年生対象の「ゼミナール活動」が行わ

れています。 

「体育学実験Ⅰ」では、スポーツサイエンスの基本的な学問である「生理学」、「バイオメ

カニクス」、「衛星・公衆衛生学」、「栄養学」、「心理学」の各分野における基礎的な実験を行

い、その測定技術を習得するとともに、測定値を評価する基礎理論の学習を目指しています。

20～25 名程度のグループに分かれて、併行して授業が行われています。スポーツパフォ

ーマンス研究センターで実施している授業は、バイオメカニクスに関する内容です。「筋力、

走・跳躍能力の測定」、「位置座標を用いた“鬼ごっこ”の移動距離の測定」、「ハイスピード

カメラを用いたスポーツ動作のフィードバック」、「モーションキャプチャーとフォースプ

レートを用いた 3 次元動作分析」を行いました。授業では、学生が主体となり実験を計画

し、各々の役割のもと実験を遂行し、学生が測定技術を習得するとともに、測定値を評価す

る基礎理論を学習することを目標としています。1 年生で、かつ少人数でこの実習ができる

のは本学の特徴です。 

「体育学実験Ⅱ」では、「体育学実験Ⅰ」よりも少人数でより詳細な測定技術や、分析方

法、取得したデータの解釈を学び、研究発表などを行っています。また、ゼミナールでは学

生の論文作成のための実験に多く活用されています。 

ハハイイススピピーードドカカメメララをを用用いいたたススポポーーツツ動動作作

ののフフィィーードドババッックク  

体育学実験Ⅰ（バイオメカニクス 担当：

前田明教授）の様子。ハイスピードカメラの

特徴、操作方法だけでなく、ハイスピードカ

メラを用いたパフォーマンス向上への活用

などを少人数で学んでいる。入学後 1 年目

にこの実習が出来ることは本学の大きな利

点である。 

モモーーシショョンンキキャャププチチャャーーととフフォォーーススププレレーー

トトをを用用いいたた 33 次次元元動動作作分分析析  

体育学実験Ⅱ（バイオメカニクス 担当：

前田明教授）の様子。モーションキャプチャ

ーとフォースプレートを用いた動作分析を

行い、得られたデータをどのように競技に

活用するかを学ぶ。 
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ⅣⅣ．．ススポポーーツツパパフフォォーーママンンスス研研究究セセンンタターー協協力力者者会会議議  

 令和 4 年 3 月 7 日（月）、令和 3 年度スポーツパフォーマンス研究センター協力者会議

がオンラインにて開催されました。この会議は、スポーツパフォーマンス研究センターが行

う研究に関して、専門知識を有する学識経験者および競技経験者から意見を求めるため開

催するもので、今回は「SP センターの更なる利用促進に向けて」をテーマに行われました。

会議は第一部をシンポジウムとして、4 名の方に講演をいただきました。前田明センター長

より「これまでの利用状況とセンター運営の総括」について、また、利用者の立場から、鹿

屋市市民スポーツ課の上椙隆弘様、スポーツ・武道実践科学系の藤井雅文講師、そして、運

営の立場から沼田薫樹特任助教にご講演いただきました。また、総合討論にはスポーツ人

文・応用社会科学系の隅野美砂輝講師によりご助言を頂きながら、今後のセンター利用促進

に向けて活発な議論が行われました。特に、センターの広報活動にも重点をおくべきとのご

指摘がありました。 

 第二部では SP センターの活用事例を計 10 名の先生に報告いただきました。発表いた

だいた先生は以下の通りとなります。 

 

1. 松村 勲（スポーツ・武道実践科学系 准教授） 

2. 永原 隆（スポーツ・武道実践科学系 講師） 

3. 村田宗紀（スポーツ生命科学系 講師） 

4. 高井洋平（スポーツ生命科学系 准教授） 

5. 金高宏文（スポーツ・武道実践科学系 教授） 

6. 沼尾成晴（スポーツ生命科学系 准教授） 

7. 浜田幸史（スポーツ人文・応用社会科学系 准教授） 

8. 村上俊祐（スポーツ・武道実践科学系 講師） 

9. 大澤啓亮（スポーツパフォーマンス研究センター特任助教） 

10. 鈴木智晴（スポーツパフォーマンス研究センター特任助教） 

（発表順） 

 

 

 

 

 

 


